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１ 出典：南野忠晴『正しいパンツのたたみ方』 

問一 「『個人の生活』と『社会』の関係が、『労働』というものを通じてしっかり結びつい

ていました。」を説明する問題です。１行目から 12 行目にかけて書かれている、労働を介

した社会と個人の生活の関係の説明をまとめます。設問に合わせて、答案の文末は「～こ

と。」にする必要があります。３点程度の部分点の答案が多く少し難しかったようです。 

問二 「ファーストフードで接客のアルバイトをしている生徒」の労働に対する気持ちの説

明としてふさわしいものを選ぶ問題です。１頁下段 35 行目から 38 行目のかぎかっこの

なかの記述に合致しているエが正解です。概ね良好でした。 

問三 「社会のためって感じじゃない」とあるように、現在の人々が感じる理由を説明する

問題です。47 行目から 52 行目に述べられていることをまとめます。設問に合わせて、答

案の文末は「～こと。」にする必要があります。傍線部の言い換えだけの答案が目立ちま

した。 

問四 「ちょっと話が大きくなりすぎました。」がどういう点を指しているのかを説明する

問題です。この文章は、最初は、身近な規模の小さい話だったのですが、２頁上段 90 行
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目から地球の絶滅におよぶ地球規模の話になっていますので、こういったことを書きま

す。設問に合わせて、答案の文末は「～点。」にする必要があります。変化に着目してい

ない答案がほとんどでした。 

問五 「『自立』もまた社会参加という文脈の中でとらえる必要がある」のなかの「自立」

を説明している箇所を抜き出す問題です。91 行目からその「お互いさま」の説明があり

ますので、「自分でやれることは」から数えて 50 字あたりの切れ目を探します。傍線から

離れた個所を抜き出すので決して易しくはない問題ですが、大変よくできました。 

問六 適切なことばを入れる問題です。ほとんどの答案が正解でした。 

問七 漢字の書き取りです。楷書で丁寧に書く必要があります。概ね良好でした。 

問八 本文の内容に合致しているものを選ぶ問題です。1 頁上段 24 行目に「実際、自分の

家庭が経済的に恵まれていなかったり、就職を希望しても内定がとれずフリーターしか

選択肢がないなどという状況になったとき、すべて家族や自分自身が悪いと考えてしま

う生徒がたくさんいます。でも、当事者だけが悪いなどということは絶対にありません。

「労働が社会に対する義務」なのであれば、「個人個人に合った仕事を用意するのは社会

の側の責任」なのです。」とあり、これとほぼ同様のことを述べているウが正解です。ア

は「感謝は不要だと言われている」、イは「若い人たちほど」、エは「ボランティア労働が

もっとさかんになるべきだ」が誤りです。大変よくできました。 

 

２ 出典：草野たき『グッドジョブガールズ』 

 

問一 「見る」を使った慣用句の問題です。大変よくできました。 

問二 「頭がクラッとなるほど驚いた」の理由を説明する問題です。設問に合わせて、答案

の文末は「～から。」にする必要があります。「父親が入院しているつらい状況」が書けて

いない答案が目立ちました。 

問三 空欄に入ることばを選ぶ問題です。ほとんどの生徒が正解でした。 

問四 「あかりから目をそらして気まずそうな顔をしているばかりだ」といった様子をして

いた桃子が、５頁上段 76 行目「はじめてあかりの顔を見てつづけた」とあるように、あ

かりの顔を見ることになった理由を説明する問題です。理由を問う問題ですので、文末は

「～から。」とします。「自分の親切な気持ちを踏みにじった怒り」のような誤答が目立ち

ました。 

問五 「桃子の言葉は、まるで国語の時間に文章を読まされているみたいに、なんの気持ち

もこもっていなかった。」の理由の説明としてふさわしいものを選ぶ問題です。「なんの気

持ちもこもっていなかった。」という表現と同内容の「感情を隠しておかないといけない」

を含むアが正解です。選択問題としてはやや難しかったようです。 

問六 「そのあやしい空をぼんやりと見つめつづけた。」が示しているあかりの気持ちを述



べる問題です。文末は「～気持ち。」とします。「あやしい空」から「不安」が読み取れて

いない答案や父の病気に触れていない答案がとても目立ちました。 

問七 空欄に適切な修飾語を入れる問題です。ほぼ全員正解でした。 

問八 本文の内容に合致しているものを選ぶ問題です。５頁上段 7８行目「あかりのお父さ

んが楽しみにしているから、いっしょにチアダンスやってあげてほしいって、頼まれたん

だよ」とあるので、エが正解です。アは「あかりが自分から話しかけようともしなかった

のを見かねて」、イは「三人が仲がよいことを見せるように」、ウは「あかりは、そのよう

な理由でチアダンスをしても、父親は少しもうれしく感じないだろうと思っていた」が間

違っています。大変よくできていました。 


